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は　じ　め　に

日本沿岸から約 40 種のケヤリムシ科多毛類が記録
されている（西ほか，2017）。同科は 6DEHOOLQDH亜科と
0\[LFROLQDH亜科に分けられ，後者には $PSKLJOHQLQL族
と0\[LFROLQL族の二つが含まれる。前族にはマダラケ
ヤリムシ属 $PSKLJOHQDが，後族には $PSKLFRULQD属や
クビワケヤリムシ属 &KRQH，ロウトケヤリムシ属 0\[L�
FRODなどが含まれる。マダラケヤリムシ属では，ウロ
ンケヤリムシ（新称）$．QLVKLL�&ൺඉൺ�	�5ඈඎඌൾ，2007 が沖
縄と相模湾三崎から，サーシャケヤリムシ（新称）$．
SDFL¿FD�$ඇඇൾඇඈඏൺ，1934 が北海道北方から記録されて
いる（&ൺඉൺ�	�5ඈඎඌൾ，2007；5ඓඁൺඏඌඒ，1995；7ංඅංർ�HW�DO．，
2019）。これらの種は，ほとんど記録がなく，分布を記
録するための基礎データが蓄積されていない。今回，神
奈川県三浦半島先端の江奈湾干潟に隣接する岩礁域・磯
場からウロンケヤリムシが採集されたので，生時の色彩
や体各部の形態，剛毛の形態等をここに記録する。

方 法

2023 年 6 月 18 日，大潮干潮時に三浦市立剣崎小学校
前の磯（潮間帯）において，岩礁表面に繁茂した石灰藻
と小型海藻類を採集し，その表面から這い出した多毛類
を実体顕微鏡下で選別した。
標本は生時の色彩をデジタルカメラ（6RQ\� 6/7�

$779，マクロレンズ0LQROWD�$)�PDFUR�]RRP�3 × �1 ×）
で記録した後，70��エタノールで固定した。固定標本
の疣足や剛毛の観察と撮影は，美館イメージング製の
L3KRQH顕微鏡アダプターを用い，/HLFD�&0�(にアタッ

チメントを取り付けて行った。一部の組織片を切り出し，
'1$解析用に保存した。'1$情報は別稿で報告予定で
ある。1個体を走査型電子顕微鏡（+LWDFKL�68�8010）用
とし，ヘキサメチルジシラザン �エタノール（100�）
の混合液，0�100，50�50，75�25，100�0�の順にそれぞれ 5
分間浸漬し，乾燥した試料を�6(0�試料載台に固着，約
24 時間静置し，ヘキサメチルジシラザンを揮発させた
後，マグネトロンスパッタ装置（真空デバイス 063�
16）を用いて白金パラジウムを蒸着し，観察および写真
撮影を行った。標本は千葉県立中央博物館分館海の博物
館（登録コードは &01+�=:）に登録予定である。

結 果

ウロンケヤリムシ$PSKLJOHQD�QLVKLL�&ൺඉൺ�	�5ඈඎඌൾ，2007

体長 1�0－4�5�PP（鰓を含む），鰓冠長 0�4－1�2PP，体
幅 0�1－0�3�PP（胸部第 2－3 節），鰓糸 UDGLROHVは 4 対，
鰓糸膜 SDOPDWH�PHPEUDQHは無い，DQWHULRU�SHULVWRPLDO�ULQJ
は腹側でわずかに凸出する（図１*），襟膜は無い（図１)，
*），腺帯は無い（図１$，*），胸部 8節，腹部 10－18 節，
胸部の SDOHDWH�FKDHWDは長い棘状微突起 PXFURを持つ（図
１&，+），胸部のコンパニオン剛毛は基部に棘状歯が密
生し，細長いスムースな突起を持つ（図１,），胸部櫛状
剛毛は鳥頭様でハンドルは短く，頭部に細かい歯を備え
る（図 1'，-），腹部櫛状剛毛は鳥頭様でハンドルは短く，
頭部に歯を備える（図１(），腹部針状剛毛は膝状膨大
部を持つ（図１.）。生時の体色は薄橙色で，体後端に 2
－3 対の眼点がある（図１$，%）。
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は 0�8－3�PP），それ以外の差は無い。同属のサーシャ
ケヤリムシ $．SDFL¿FDは色丹島と択捉島（6KLFRWDQ�,VO．，
,WXUXS�,VO�と表記，LQ�5ඓඁൺඏඌඒ，1995－)LJ．2）からカム
チャツカ半島沿岸にかけて分布する（5ඓඁൺඏඌඒ，1995）。
これら 2種の主な違いは次の 2点である：ウロンケヤリ
ムシでは DQWHULRU�SHULVWRPLDO�ULQJが前方で別れ，背側で
わずかに露出する（図１*）（サーシャケヤリムシでは
DQWHULRU�SHULVWRPLDO�ULQJと SRVWHULRU�SHULVWRPLDO�ULQJの境目

考 察

ウロンケヤリムシは沖縄産の標本を基に，$PSKLJOHQD�
SDFL¿FDとして最初に記録され（5ඈඎඌൾ�	�*ൺආൻං，1997），
後に三浦半島三崎産の標本を基に $．QLVKLLとして新種記
載された（&ൺඉൺ�	�5ඈඎඌൾ，2007）。今回の江奈湾からの
記録が３例目となる。&ൺඉൺ�	�5ඈඎඌൾ�（2007）の原記載と
比較して，今回の標本は体長が大きいものの（三崎産

図 1� ウロンケヤリムシ．$；全体図，%；体後部拡大，&；胸部 SDOHDWH剛毛，'；胸部櫛状剛毛，(；腹部櫛状剛毛，
� )；鰓基部～胸部前半，背面図，*；鰓基部～胸部前半，側面図，+；胸部 SDOHDWH剛毛，,；胸部コンパニオン剛毛，

-；胸部櫛状剛毛，.；腹部針状剛毛．スケールは�0�2�PP（$－%），10�µP（&－(，+－.），0�1�PP（)－*）．

*
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が無い；5ඓඁൺඏඌඒ，1995，)LJ．1$，%，&）；ウロンケヤリ
ムシの胸部，腹部の剛毛のハンドル部は短く，剛毛頭部
の半分以下（図１'，(）（サーシャケヤリムシでは胸部
の剛毛で頭部の２倍以上，腹部の剛毛で頭部とほぼ同長，
5ඓඁൺඏඌඒ，1995，)LJ．1,，/）。
ウロンケヤリムシは，0\[LFROLQD亜科の中では，胸

部前方に腺帯を持たないことで $PSKLFRULQD属と良く似
ている。$PSKLFRULQD属には日本産３種が含まれ，その
中でも $．PRELOLV�（5ඈඎඌൾ，1990）は三崎沿岸の付着生物
群集から記録されている（<ඈඌඁංඁൺඋൺ�HW�DO�，2012）。�$．�
PRELOLVは体長 1�2－3�2�PPと小型で，体後部に眼点を持
つこと，襟を欠くことでウロンケヤリムシと良く似てい
る。これら２種の区別点は以下の通りである：ウロンケ
ヤリムシの櫛状剛毛は胸部，腹部共に鳥頭様でハンドル
は短い（$．PRELOLVでは胸部剛毛はハンドルが長く，腹
部剛毛ではハンドルを欠く）；ウロンケヤリムシは胸部
にコンパニオン剛毛列がある（$．PRELOLVは胸部コンパ
ニオン剛毛を欠く）；ウロンケヤリムシは腹部針状剛毛
は膝状膨大部を持つ（$．PRELOLVは膨大部を持たない）。
また，ウプサラ大学博物館に収蔵されている )DEULFLD�
YHQWULOLQJXDWD�-ඈඁൺඇඌඌඈඇ，1922 のホロタイプとされてい
る標本は，体長が明らかに小さいなど，原記載と不一致
な点が多く，その正体は $．PRELOLV�の可能性があると指
摘されている（<ඈඌඁංඁൺඋൺ�HW�DO．，2012）。
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